
県宝

琴諏訪社遊楽図屏風

諏訪神社（現・諏訪大社）のにぎ

わいを捉えた屏風で、5工戸時代前期

の作とされる。上社と下社を描いた
一双があり、各紙1．7㍍、横3．4

6㍍。かつてあった神宮寺がそれぞ

れ描かれ、神と仏を一体のものとし

てみる「神仏習合」の姿に触れるこ

とができる。

上社隻には本宮と前宮をはじめ、

神宮寺の普賢堂と五重塔、門前町を

表現。下社隻には春宮と秋宮を中心

に、同寺の千手堂、下諏訪宿を行き

交う旅人などが写し出されている。

2000年に寄託を受けた諏訪市博

物館。諏訪大社、諏訪信仰、御柱祭

などの企画展に合わせて飾ってい

る。館内では屏風に関する写真集を

提供。希望のあった団体には、屏風

のミニチュアを作るワークショ、ソプ

も行っている。

学芸員の児玉利一さんは「中世末

から近世初頭にかけての諏訪社のに

ぎわい、建築物の様子が分かる大変

貴重な資料」としている。
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